
- 1 - 

 

2019 年 1 月 Vol.127 
 

6 

ウエンディ２１は障害のある人の社会参加を支援するグループです。 

Wendy 21 
  

 
SELF HELP GROUP 

 



- 2 - 

 

作 

ナ
ッ
チ 

 
 

2019/5/5 散歩コース@緑ヶ丘中学校下 



- 3 - 

 

 

日
本
の
神
々
を
描
い
た
会
社 

 

今
で
は
昔
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
年
前
に
「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」
と
い
う
映
画
が
、
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
も
う
、
怪
物
的
大
ヒ
ッ
ト
と
ま
で
言
わ
れ
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
賞
や
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
け
、
瞬
く
間
に
世
界
に

広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
映
画
に
張
り
合
え
る
の
は
、
当
時
、
人

気
だ
っ
た「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」く
ら
い
で
し
た
。

そ
の
頃
、
私
は
、
精
神
を
患
う
中
、
高
校
入
試
や
、
ア
ル
バ
イ

ト
、入
院
生
活
で
、浮
き
沈
み
が
多
か
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、

今
か
ら
お
見
せ
す
る
こ
の
物
語
は
、け
し
て
実
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
―
―
た
だ
、
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
人
物
や
職
員
の
会

話
は
、私
が
、十
六
歳
当
時
に
体
験
し
た
こ
と
を
参
考
に
描
き
、

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
〇
年 

夏 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽
季 
の
ぼ
る 

 
 

  
 
 

一
・
初
め
て
の
出
会
い 

  

太
郎
は
作
家
の
道
を
あ
き
ら
め
、
工
業
高
校
を
受
験
し
た
。

で
も
、
受
か
っ
た
も
の
の
、
あ
え
な
く
精
神
病
を
発
病
。
高
校

の
先
生
か
ら
、
高
校
で
は
皆
、
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
マ
ラ
ソ
ン

を
す
る
と
聞
い
た
太
郎
は
、そ
の
夏
、皆
に
負
け
な
い
よ
う
に
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
も
兼
ね
て
、近
所
の
小
川
の
近
く
を
下
っ
て
い
た
。

す
る
と
、
高
速
道
路
の
影
に
な
っ
た
、
川
の
反
対
側
の
細
い
道

を
、
一
人
の
体
格
の
良
い
中
年
の
男
性
が
下
を
向
き
な
が
ら
歩

い
て
き
た
。
太
郎
は
、
こ
の
人
は
、
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
髪
は
白
髪
交
じ
り
で
長
く
、
太
郎
よ
り
背

が
高
い
。
紳
士
の
よ
う
な
背
広
に
、
ど
こ
か
清
潔
で
不
思
議
な

雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
向
こ
う
も
こ
っ
ち
に
気
付

い
た
。
太
郎
の
足
も
自
然
に
止
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
橋

を
隔
て
て
向
か
い
合
っ
た
。
そ
の
人
は
、
手
を
前
に
組
ん
で
、

真
っ
す
ぐ
太
郎
を
見
た
。そ
の
目
は
と
て
も
穏
や
か
で
優
し
く
、

太
郎
の
心
の
底
ま
で
眺
め
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。初
対
面
で
も
、

太
郎
は
な
つ
か
し
く
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
。
け
れ

ど
、知
ら
な
い
人
を
、敵
と
疑
う
く
せ

・

・

が
出
て
し
ま
っ
て
、つ
い

・

・

拳
を
構
え
た
。
す
る
と
、
今
ま
で
や
さ
し
く
太
郎
を
見
て
い
た

そ
の
男
の
人
も
、
険
し
い
目
で
拳
を
構
え
た
の
だ
。
太
郎
は
、

そ
の
人
は
自
分
よ
り
強
い
人
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
太
郎
が

そ
れ
よ
り
も
悲
し
か
っ
た
の
は
、(

や
さ
し
く
自
分
を
見
て
く

れ
た
人
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
、
自
分
が
、
そ
の
人
の
前
で
笑
顔

に
な
れ
な
か
っ
た
ろ
う)

と
い
う
事
だ
っ
た
。
振
り
向
い
て
、

謝
っ
て
、
笑
顔
を
贈
ろ
う
と
し
た
時
に
は
、
そ
の
人
も
右
手
の

拳
を
握
っ
た
ま
ま
悲
し
そ
う
に
う
つ
む
い
て
い
て
、何
か
を
考

え
て
い
た
。(

そ
の
人
は
、
ぼ
く
を
見
て
、
も
う
真
っ
白
な
心

に
は
な
れ
な
い
だ
ろ
う)

太
郎
は
そ
う
思
っ
た
。
そ
し
て
悲
し

く
な
っ
た
。
味
方
が
一
人
減
り
、
敵
が
一
人
増
え
て
し
ま
っ
た

現
実
―
―
。
そ
れ
を
太
郎
に
は
、
ど
う
す
る
事
も
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
、
一
度
し
て
し
ま
っ
た
事
は
、
取
り
返
し
が
つ
か
な

い
。
そ
う
思
う
事
し
か
―
―
。 

 
 

 

 
 
 
 

（
つ
づ
く
） 
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ピア・カウンセリング 北九州市から委託を受けてピア・カウンセリング事業を行っていま

す。ピア・カウンセリングとは同じ障害を持つ仲間どうしで情報を提供しあったり体験を共

有し勇気づけたり問題を解決する手助けを行うものです。平日の 11:00から 15:00までの最

長２時間、月に５回まで無料で受ける事が出来ます。時間外や訪問も場合によっては、ご自

宅、喫茶店、病院等ご自由な時間帯にやっています、当事者だけでなくご家族のカウンセリ

ングも行っております。よろしくお願い申し上げます。 

 

 

発行 平成３１年１月９日 ＮＰＯ法人ウエンディ 

地域活動支援センター ウエンディ本部 

〒800-0043  北九州市門司区緑ヶ丘 10番 19号 

Tel : 093-383-3169 Fax : 093-391-2167 Mail  wendy21@f2.dion.ne.jp http://www.wendy21.jp 

 

週刊ナースＲｅｉｋｏ！ 正月の食べ過ぎをリセット！ 胃腸を休める３つのポイント 

◎年末年始…外食、暴飲暴食が続くと胃腸に負担がかかり支障が… 

「休腸日」を設けて休ませよう。 
➀会食続きの間の休腸日の朝は消化のよいフルーツを少量に留める！ （野菜ジュー

スより、バナナ半分、みかん１個など生のフルーツがよい。カフェインは負担がか

かる）➁休腸日の昼は、お水をたっぷり飲む！ （常温の水をたっぷりと飲む→胃

腸を動かす。お腹がすいてきたら食べること。時間がきたから食べるのは胃腸を苦

しめる）➂休腸日の夜は、善玉菌のエサ、乳酸菌をとる！ （善玉菌のエサになる

オリゴ糖、水溶性食物せんいをとる…。玉ネギ、大豆、きな粉、はちみつ、海藻、

こんにゃくなど。乳酸菌…発酵調味料、納豆。腸内細菌は夜寝ている間に活発に活

動するため、夜にとることがベスト） 

編集後記 ： けんちです♪ 新年明けましておめでとうございます。去年は災害とか色々

ありましたが、本年が皆さんにとって良い一年になるように心からお祈り申し上げます。もち

ろん、祈るだけではなく、実際に皆さんの活動をより具体的に支援できるようなサービスを

提供したいとは思っているのですが、フリースペースなので、こちらから声掛けは致しませ

ん。皆さんの都合の良い時にウエンディを利用して頂ければ、そして利用するにあたって

困ったり悩んだりする事があれば、お話をして一緒に対策を考える事は致します。私事で

はありますが、一人娘が統合失調症を発症し２年、学校へも行けなかったのが２年前から１

年以上ありましたが、ご支援とご協力のお蔭で、門司総合特別支援学校に通うようにな

り、また当事者の学習支援や訪問看護のお蔭で高校受験を迎えます。無事高校に入れる

か、入れたとしてもその後学校に適応できるかとか不安はありますが、いざという時はウエ

ンディがあるので、そんなに心配はしていません。皆さんもいざという時はウエンディを利用

してもらって、じっくり自分を見つめ直す時間を過ごされて頂ければ、将来の不安とかを和

らげる環境とサービスを提供していきたいと思っていますので、足の遠のいている方、利用

を考えているが今一歩足が踏み出せない方もどうぞご連絡を下さい。基本的には本年も

前年同様の体勢で運営していきますが、小倉や戸畑に月に１度は集まれる場所を作りた

いと思っていますので、門司まで来るのが大変な方はそちらをご利用して貰う事が出来る

よう当面はミーティングとピア・カウンセリング等を予定しています。詳細はまた後日？（笑） 

mailto:wendy21@f2.dion.ne.jp
http://www.wendy21.jp/

